
裾野市の公共交通活性化に向けたバス利用促進に関する提言 

１ 多様な輸送手段（福祉輸送、スクールバス、施設送迎バス、自家用有償旅客運

送等）について、それぞれの特徴を整理し、幹線や支線の役割分担など適材適所

の交通手段の配置が可能となるよう整備を進めることが望ましい。 

２ 公共交通活性化協議会において、既存の公共交通機能の強化を図るべく、鉄道

とバスの基幹機能維持と並行して、駅やバス停までの距離が遠い地理的交通弱者

を救う即戦力となる既存タクシーの機能強化策の検討を早期に行うことが望ま

しい。 

３ 地域の移動ニーズや需要量を定期的に共有し、ルートや時間、輸送手段等を、

状況に合わせ変更するといった、利用者の利便性向上のための仕組みづくりや改

善ができるよう、様々な輸送事業者同士が、連携・協議できる場を創出すること

が望ましい。 

４ 地域自ら公共交通ネットワークをデザインできるように、住民や地域の関係者

（企業や学校等）、交通事業者が一緒に路線改善などを話し合う協議の機会を創

出することが望ましい。 

５ 通院や通学通勤、買い物といった生活基盤に基づく移動に加え、観光客の移動

による活性化を視野に入れた、産業振興や観光振興等と連携した地域戦略として

の、包括的な交通ネットワーク構築に取り組むことが望ましい。 

６ 将来を担う若年層を対象に、交通弱者の視点に立った公共交通の重要性を学ぶ

機会や、積極的に公共交通機関を利用する機会などを創出・拡大し、持続可能な

公共交通を地域が一体となって育む仕組みを構築することが望ましい。 

７ 高齢者の活躍促進、現役世代の副業、個人のスキルアップなど意欲ある住民の

活用を視野に、市内自動車免許教習所やバス・タクシー事業者等と連携し、公共

交通の要となる運転者の確保及び育成につながる仕組みを構築することが望ま

しい。 

８ 裾野市市長戦略部戦略推進課（公共交通所管部署）は、地域が一体となった公

共交通ネットワーク共創のため、公共交通利用促進に関する各団体及びその所管

部署と連携する積極的かつ横断的な調整を担うことが望ましい。 

９ 裾野市各部局は、所管する分野における公共交通の利用ニーズや利用促進に向

けたアイデア収集に努め、戦略推進課と連携し公共交通を支える地域の関わりの

醸成を図ることが望ましい。 
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